
9　広報　おのまち

就
任
あ
い
さ
つ

３
歳
児
よ
い
歯
の
表
彰

こ
れ
か
ら
も 

む
し
歯
ゼ
ロ
だ
よ

　

３
歳
児
よ
い
歯
の
表
彰
式
が
３

月
４
日
、
母
子
健
康
セ
ン
タ
ー
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
お
子
さ
ん
は
、
平

成
21
年
度
後
期（
10
・
11
・
２
月
）

に
３
歳
児
健
診
を
受
け
た
43
人
中
、

む
し
歯
が
な
か
っ
た
28
人
で
す
。

一
人
ひ
と
り
宍
戸
町
長
か
ら
表
彰

状
と
記
念
品
を
元
気
に
受
け
取
り

ま
し
た
。

　

表
彰
式
終
了
後
は「
お
は

な
し
会
」を
親
子
で
楽
し
み

ま
し
た
。

　

受
賞
者
は
、
次
の
方
々
で

す
。　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

先
﨑
眞
梨
菜（
大
八
）

生
天
目
光
介（
仲
町
）

庭
田　

元
気（
反
町
）

根
本　

崚
平（
吉
野
辺
）

大
方　

郁
実（
飯
豊
上
）

羽
生　

陸
人（
飯
豊
上
）

橋
本　

颯
太（
南
田
原
井
）

新
妻　
　

洸（
飯
豊
下
）

山
口　

颯
斗（
飯
豊
下
）

石
井
萌
々
果（
浮
金
）

草
野　

朱
音（
塩
庭
一
区
）

渡
辺　

優
介（
本
町
）

宮
内
希
恵
登（
平
舘
）

柏
原　

真
歩（
大
八
）

長
谷
川
修
己（
浮
金
）

中
原　
　

健（
中
通
）

猪
狩
健
太
郎（
南
田
原
井
）

鈴
木
崇
一
郎（
皮
籠
石
）

石
井　

凌
翔（
夏
井
）

中
野　

美
夕（
本
町
）

吉
田　

陸
人（
小
野
山
神
）

吉
田　

実
紗（
上
羽
出
庭
）

佐
藤　

海
來（
谷
津
作
）

琴
田　

海
音（
荒
町
）

根
本　

万
椰（
夏
井
）

郡
司　

千
晴（
小
戸
神
）

先
﨑　

悠
杜（
夏
井
）

吉
田
涼
乃
介（
本
町
）

おはなし会の様子

これからも歯磨きがんばります！

小
野
町
教
育
委
員
会
教
育
長　

矢
内　

今
朝
見

　

私
こ
と
、
３
月
定
例
議
会
に
お
き
ま
し

て
ご
同
意
を
い
た
だ
き
、
４
月
２
日
の
臨

時
教
育
委
員
会
で
教
育
長
に
任
命
さ
れ
、

同
日
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
は
小
野
町
に
生
ま
れ
、
小
野
新
町
小

学
校
、
小
野
中
学
校
、
安
積
高
校
、
福
島

大
学
教
育
学
部
を
卒
業
し
、
36
年
間
教
職

に
就
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
三
春
中
学
校

の
校
長
を
最
後
に
、
こ
の
３
月
に
退
職
い

た
し
ま
し
た
。

　

そ
の
間
、
小
野
中
学
校
に
は
教
諭
と
し

て
10
年
間
、
校
長
と
し
て
４
年
間
勤
務
さ

せ
て
い
た
だ
き
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
の
皆
様
を

は
じ
め
、
多
く
の
町
民
の
方
々
に
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

　

再
び
ふ
る
さ
と
小
野
町
の
た
め
に
仕
事

を
さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
は
大
変
光
栄

で
あ
る
と
同
時
に
、
職
責
の
重
さ
に
身
が

引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

教
職
36
年
の
経
験
を
生
か
し
、
微
力
で

は
あ
り
ま
す
が
小
野
町
の
教
育
行
政
発

展
の
た
め
、
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

ま
ず
は
一
日
も
早
く
、
小
野
町
の
教
育

の
現
状
と
課
題
を
把
握
し
、
町
民
の
皆
様

の
ご
意
見
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
課
題
解
決

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
そ
し
て
、

誰
も
が
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
、
誰
も

が
安
全
・
安
心
に
学
べ
る
教
育
環
境
の
整

備
・
充
実
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す

が
、
教
育
は
学
校
や
行
政
の
力
だ
け
で
で

き
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
た
ち
を
と
り
ま
く
社
会
環
境

は
日
々
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
が
、

関
係
機
関
、
関
係
団
体
の
皆
様
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、「
地
域
の
子

ど
も
を
地
域
で
守
り
、
育
て
る
」た
め
に
、

町
民
の
皆
様
と
共
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が「
小
野
町
に

生
ま
れ
、
小
野
町
で
育
っ
て
よ
か
っ
た
。」

と
思
え
る
よ
う
、
子
ど
も
も
教
師
も
夢
を

持
っ
て
元
気
に
学
ぶ
学
校
教
育
を
推
進
す

る
と
と
も
に
、
幼
児
教
育
、
生
涯
学
習
等

の
一
層
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

小
野
町
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ「
笑
顔

と
が
ん
ば
り
の
町
」に
ふ
さ
わ
し
い
教
育

行
政
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
温
か
い

ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。


